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1,　色調和の研究は従来より多くの人々によって行な

われてい るが， 筆者らはすでにMoon  &  Spencer の 色

調 和理論 におけ る面積 効果 を検討し,    Scalar morrent

の比と色調和 の関係 につい て報 告し た。

そこで 今回 は， 色調 和を判定する際のも う１つの尺度

として述 べられてい る美度 につい て検討し ，色調和の構

成 要因 を追求し たい と考えた。

2.　試料 は既報 の面積 効果 の検討に用いたもの と同様

で ある。つ まり，基 準色に対し配 色色票を類似帯，対比

帯 ，第１不調和帯 ，第２不調和帯 よ'9 2 色ずつ選 んだ。

それらのScalar moment の比を種 々変化さ せ て 美

度 を算出し た。 そ し て前報の面 積効果 と の 関連性を調

べ，さらに被験者50名による感覚比較を行 ない，そ の実

験 結果 と比較検討し た。

3･　美度と面積効果 の 関連性で はScalar moment

の比が整数比，中間比にかか わらず，基準色 を１とし た

場合，配合数 値が１に近いほ ど美度 が高い。 とくに調 和

帯 の配色においては美度0.5  以上 の値が得 られ，こ れら

の場合，感覚比較実験に お い て も よい配色 と判定 され

た。

この事実を被服の配色上に応用すれば，色調 和の効果

を一層あげると考えられる。


